
(57)【要約】

【課題】画素を複数のドメインから構成して視野角を補

償することで、視野角特性を向上させ色変換を防止でき

るマルチドメイン横電界モード液晶表示装置を提供する

。

【解決手段】マルチドメイン横電界モード液晶表示装置

は、複数の画素を定義する複数のゲートライン及びデー

タラインと、前記画素内に備えられた駆動装置と、前記

画素内に実質的に平行に配置され横電界を形成する少な

くとも一対の電極と、から構成され、前記画素は、互い

に異なる方向の横電界が形成された少なくとも三つのド

メインからなる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 基 板 に 形 成 さ れ た 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン と に よ り 定 義 さ れ 、 第 １ 領 域
と 第 ２ 領 域 と に 区 分 さ れ た 画 素 と 、
　 各 画 素 に 配 置 さ れ た 駆 動 装 置 と 、
　 前 記 第 １ 領 域 及 び 第 ２ 領 域 内 に 実 質 的 に 平 行 に 配 列 さ れ 横 電 界 を 生 成 し 、 第 １ 領 域 及 び
第 ２ 領 域 の 少 な く と も 一 つ の 領 域 内 で 対 称 に 折 曲 げ さ れ た 少 な く と も 一 対 の 電 極 と 、
　 か ら 構 成 さ れ た 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 デ ー タ ラ イ ン の 延 在 す る 方 向 を Ｘ 方 向 、 ゲ ー ト ラ イ ン の 延 在 す る 方 向 を Ｙ 方 向 と し た と
き 、
　 前 記 第 １ 領 域 は 、
　 前 記 電 極 が X方 向 に 対 し て 設 定 角 度 で 配 置 さ れ る 第 １ ド メ イ ン と 、
　 電 極 が 前 記 第 １ ド メ イ ン に 配 置 さ れ た 電 極 と X方 向 を 中 心 に 対 称 に 配 置 さ れ る 第 ２ ド メ
イ ン と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 角 度 は 、 ５ ～ ４ ５ ゜ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 領 域 の 配 向 方 向 は 、 X方 向 に 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 横 電
界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 領 域 は 、
　 前 記 電 極 が Y方 向 に 対 し て 設 定 角 度 で 配 置 さ れ る 第 ３ ド メ イ ン と 、
　 電 極 が 前 記 第 ３ ド メ イ ン に 配 置 さ れ た 電 極 と Y方 向 を 中 心 に 対 称 に 配 置 さ れ る 第 ４ ド メ
イ ン と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 角 度 は 、 ５ ～ ４ ５ ゜ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ 領 域 の 配 向 方 向 は 、 Y方 向 に 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 横 電
界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ 領 域 は 、 前 記 電 極 が Y方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 第 ３ ド メ イ ン を 含 む こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ 領 域 の 配 向 方 向 は 、 Y方 向 に 対 し て 所 定 角 度 に 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ８ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 角 度 は 、 ５ ～ ４ ５ ゜ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ 領 域 は 、 前 記 電 極 が Y方 向 に 対 し て 設 定 角 度 で 配 置 さ れ る 第 ３ ド メ イ ン を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 角 度 は 、 ５ ～ ４ ５ ゜ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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　 前 記 第 ２ 領 域 の 配 向 方 向 は 、 Y方 向 に 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 横
電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 電 極 は 、
　 共 通 電 極 と 、
　 前 記 共 通 電 極 と 実 質 的 に 平 行 に 配 列 さ れ た 画 素 電 極 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 駆 動 装 置 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 横 電 界 モ ー
ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、
　 第 １ 基 板 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極 と 、
　 前 記 ゲ ー ト 電 極 が 形 成 さ れ た 第 １ 基 板 全 体 に わ た っ て 積 層 さ れ た ゲ ー ト 絶 縁 層 と 、
　 前 記 絶 縁 層 上 に 形 成 さ れ た 半 導 体 層 と 、
　 前 記 半 導 体 層 上 に 形 成 さ れ た ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 と 、
　 前 記 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 が 形 成 さ れ た 第 １ 基 板 全 体 に わ た っ て 積 層 さ れ た 保 護
層 と 、
　 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 共 通 電 極 は 第 １ 基 板 に 形 成 さ れ 、 前 記 画 素 電 極 は ゲ ー ト 絶 縁 層 に 形 成 さ れ た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 画 素 電 極 は 、 金 属 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 共 通 電 極 は 、 金 属 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 共 通 電 極 は 、 透 明 電 極 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ 基 板 に 形 成 さ れ 共 通 電 極 が 接 続 さ れ る 共 通 ラ イ ン と 、
　 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 層 に 形 成 さ れ 画 素 電 極 が 接 続 さ れ る 画 素 電 極 ラ イ ン と 、
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 共 通 ラ イ ン と 画 素 電 極 ラ イ ン と は 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 を 介 し て オ ー バ ー ラ ッ プ さ れ て 蓄
積 容 量 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 共 通 電 極 は 第 １ 基 板 に 形 成 さ れ 、 前 記 画 素 電 極 は 保 護 層 上 に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 画 素 電 極 は 、 透 明 電 極 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 保 護 層 に は 第 １ コ ン タ ク ト ホ ー ル が 形 成 さ れ て 、 画 素 電 極 と ド レ イ ン 電 極 と が 接 続
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 １ 基 板 に 形 成 さ れ 共 通 電 極 が 接 続 さ れ る 共 通 ラ イ ン と 、
　 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 層 上 に 形 成 さ れ 、 保 護 層 に 形 成 さ れ た 第 ２ コ ン タ ク ト ホ ー ル に よ り 画 素
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電 極 と 接 続 さ れ 、 共 通 ラ イ ン と オ ー バ ー ラ ッ プ さ れ て 蓄 積 容 量 を 形 成 す る 金 属 層 と 、
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 共 通 電 極 及 び 画 素 電 極 は 、 保 護 層 上 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載
の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 共 通 電 極 及 び 画 素 電 極 は 、 透 明 電 極 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 横
電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 カ ラ ー フ ィ ル タ が 形 成 さ れ た 第 ２ 基 板 と 、
　 前 記 第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 間 に 形 成 さ れ た 液 晶 層 と 、
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 複 数 の 画 素 を 定 義 す る 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン 及 び デ ー タ ラ イ ン と 、
　 前 記 画 素 内 に 備 え ら れ た 駆 動 装 置 と 、
　 前 記 画 素 内 に 実 質 的 に 平 行 に 配 置 さ れ 横 電 界 を 形 成 す る 少 な く と も 一 対 の 電 極 と 、 か ら
構 成 さ れ 、
　 前 記 画 素 は 、 互 い に 異 な る 方 向 の 横 電 界 が 形 成 さ れ た 少 な く と も 三 つ の ド メ イ ン か ら な
る こ と を 特 徴 と す る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 ド メ イ ン に 形 成 さ れ た 電 極 は 、 互 い に 異 な る 方 向 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ ０ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 少 な く と も 二 つ の ド メ イ ン に 配 置 さ れ た 電 極 は 、 互 い に 対 称 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ １ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 各 ド メ イ ン に 形 成 さ れ る 配 向 方 向 は 、 電 極 に 対 し て ５ ～ ４ ５ ゜ の 角 度 に 決 定 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ 記 載 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 ゲ ー ト ラ イ ン 、 デ ー タ ラ イ ン 、 画 素 電 極 及 び 該 画 素 電 極 に 対 応 し て 形 成 さ れ た 共 通 電 極
が 形 成 さ れ た 第 １ 基 板 、 第 ２ 基 板 、 該 第 １ と 第 ２ 基 板 と の 間 の 液 晶 部 材 及 び 該 液 晶 を 配 向
さ せ る 配 向 膜 と か ら な る 、 複 数 の 画 素 を 含 む 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 該 画 素 各 々 は 、 少 な く と も 第 １ と 第 ２ の 領 域 に 区 分 さ れ 、 該 第 １ の 領 域 の 液 晶 と 該 第 ２
の 領 域 の 液 晶 の 配 向 方 向 が 異 な る よ う な 該 配 向 膜 特 性 を 有 し て い る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 該 画 素 電 極 と 共 通 電 極 は 該 第 １ 基 板 上 の 略 同
一 水 平 面 上 に 櫛 歯 状 に 延 在 し て お り 、 該 第 １ の 領 域 と 第 ２ の 領 域 と で は 櫛 歯 状 に 延 在 す る
電 極 の 歯 の 方 向 は 異 な り 、 該 液 晶 の 配 向 方 向 は 該 櫛 歯 の 延 在 方 向 に 向 い て い る 液 晶 表 示 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 詳 し く は 、 画 素 を 三 つ 以 上 の マ ル チ ド メ
イ ン に 分 割 し て 視 野 角 を 補 償 す る こ と で 視 野 角 特 性 を 向 上 で き る マ ル チ ド メ イ ン 横 電 界 モ
ー ド 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 来 、 携 帯 電 話 、 PDA、 ノ ー ト ブ ッ ク コ ン ピ ュ ー タ の よ う な 各 種 の 携 帯 用 電 子 機 器 が 発
展 す る に つ れ て 、 こ れ に 適 用 で き る 軽 量 小 型 の 平 板 表 示 装 置 に 対 す る 要 求 が 次 第 に 増 大 し
て い る 。 こ の よ う な 平 板 表 示 装 置 と し て は 、 液 晶 表 示 装 置 LCD(Liquid Crystal Display D
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evice)、 プ ラ ズ マ 表 示 装 置 PDP(Plasma Display Panel)、 電 界 放 出 表 示 装 置 FED(Field Emi
ssion Display)、 真 空 蛍 光 表 示 装 置 VFD(Vacuum Fluorescent Display)な ど が 活 発 に 研 究
さ れ て い る が 、 量 産 化 技 術 、 駆 動 手 段 の 容 易 性 、 高 画 質 の 実 現 と い う 理 由 に よ り 、 現 在 は
液 晶 表 示 装 置 (LCD)が 脚 光 を 浴 び て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 分 子 の 配 列 に よ っ て 多 様 な 表 示 モ ー ド が 存 在 す る が 、
現 在 は 、 白 黒 表 示 が 容 易 で 且 つ 応 答 速 度 が 速 く 駆 動 電 圧 が 低 い と い う 利 点 に よ り 、 主 に ね
じ れ ネ マ チ ッ ク モ ー ド (Twisted Nematic Mode； TNモ ー ド )液 晶 表 示 装 置 が 使 用 さ れ て い る
。 こ の よ う な TNモ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 基 板 と 水 平 に 配 向 さ れ た 液 晶 分 子 が 電 圧
が 印 加 さ れ る こ と に よ っ て 基 板 と ほ ぼ 垂 直 に 配 向 さ れ る 。 こ の 場 合 、 液 晶 分 子 の 屈 折 率 異
方 性 に よ り 、 電 圧 の 印 加 時 に 視 野 角 が 狭 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 視 野 角 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 近 来 、 広 視 野 角 特 性 を 有 す る 各 種 モ ー ド の
液 晶 表 示 装 置 が 提 案 さ れ て い る が 、 そ の 中 で も 、 横 電 界 モ ー ド (In Plane Switching Mode
； IPSモ ー ド )液 晶 表 示 装 置 が 実 際 に 量 産 に 適 用 さ れ て 生 産 さ れ て い る 。 こ の よ う な 横 電 界
モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 電 圧 の 印 加 時 に 平 面 状 の 横 電 界 を 形 成 し て 液 晶 分 子 を 基 板 と 平 行
に 配 向 す る こ と で 視 野 角 特 性 を 向 上 さ せ た も の で 、 図 ６ に そ の 基 本 的 な 概 念 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 従 来 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 配 向 方 向 を 基 板 に 形
成 さ れ た ゲ ー ト ラ イ ン ５ 、 ７ の 長 手 方 向 に 対 し て 所 定 角 度 に な る よ う に し て 、 液 晶 層 ３ ０
の 液 晶 分 子 ３ ２ を 所 定 の 方 向 に 配 向 す る 。 従 っ て 、 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 図 ６ a及 び
図 ６ bに 示 す よ う に 、 液 晶 分 子 ３ ２ は ラ ビ ン グ 方 向 に 沿 っ て 配 向 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 従 来 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 視 野 角 方 向 に よ っ て
色 相 が 変 化 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 図 ６ cに 示 す よ う に 、 第 １ 基 板 １ ０ 近 傍 の 液 晶 分 子
３ ２ aは 、 横 電 界 ３ ４ に よ り ゲ ー ト ラ イ ン の 長 手 方 向 と 平 行 に 配 向 さ れ 、 第 ２ 基 板 ２ ０ 近
傍 の 液 晶 分 子 ３ ２ bは 、 ゲ ー ト ラ イ ン の 長 手 方 向 に 対 し て ９ ０ ゜ よ り 大 き く １ ８ ０ ゜ よ り
小 さ い 角 度 で 配 向 さ れ て ね じ れ て い る の で 、 図 ６ dに 示 す よ う に 、 X、 Yの 視 野 角 方 向 に お
い て そ れ ぞ れ 青 と 黄 が 視 野 方 向 に よ っ て 色 変 換 が 発 生 し て 画 質 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 図 ７ に 示 す 構 造 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 装 置 が
提 案 さ れ て い る (大 韓 民 国 特 許 出 願 第 １ ９ ９ ６ -２ ３ １ １ ５ 号 又 は 米 国 特 許 第 ６ ， ６ ０ ８ ，
６ ６ ２ 号 )。 図 示 す る よ う に 、 こ の よ う な 構 造 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 装 置 は 、 ゲ ー
ト ラ イ ン １ と デ ー タ ラ イ ン ３ と に よ り 定 義 さ れ る 画 素 が 二 つ の ド メ イ ン に 分 割 さ れ て い る
。 即 ち 、 画 素 の 中 央 に は 、 画 素 電 極 ７ が 接 続 さ れ る 画 素 電 極 ラ イ ン ８ 及 び 共 通 電 極 ５ が 接
続 さ れ る 共 通 ラ イ ン ６ が 配 置 さ れ て い る が 、 前 記 画 素 電 極 ラ イ ン ８ 及 び 共 通 ラ イ ン ６ を 基
準 に 画 素 が 二 つ の ド メ イ ン Ｉ 、 IIに 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 画 素 内 の ゲ ー ト ラ イ ン １ と デ ー タ ラ イ ン ３ が 交 差 す る 領 域 に は 、 ゲ ー ト 電 極 １ ６ 、
半 導 体 層 １ ７ 、 ソ ー ス 電 極 １ ８ 及 び ド レ イ ン 電 極 １ ９ か ら な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ５ が 配
置 さ れ 、 外 部 か ら 入 力 さ れ る デ ー タ 信 号 を 画 素 電 極 ７ に 印 加 し 、 デ ー タ 信 号 が 印 加 さ れ る
こ と に よ り 液 晶 層 に は 横 電 界 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 構 造 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 装 置 に お い て 、 ラ ビ ン グ 方 向 は デ ー タ ラ イ
ン ３ に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 画 素 の 第 １ ド メ イ ン Ｉ の 共 通 電 極 ５ 及 び 画 素 電 極 ７ の 延 長 方 向 と
、 第 ２ ド メ イ ン IIの 共 通 電 極 ５ 及 び 画 素 電 極 ７ の 延 長 方 向 と が 異 な る 。 特 に 、 共 通 電 極 ５
及 び 画 素 電 極 ７ は 、 ゲ ー ト ラ イ ン １ に 対 し て 斜 め に 形 成 さ れ 、 第 １ ド メ イ ン Ｉ と 第 ２ ド メ
イ ン IIと の 共 通 電 極 ５ 及 び 画 素 電 極 ７ は 、 共 通 ラ イ ン ６ を 中 心 に 対 称 を な す 。 従 っ て 、 前
記 第 １ ド メ イ ン Ｉ 及 び 第 ２ ド メ イ ン IIで 色 変 換 が 互 い に 補 償 さ れ て 色 変 換 が 発 生 し な く な
る 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な ２ -ド メ イ ン 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 次 の よ う な 問 題
が あ る 。 前 述 し た よ う に 、 画 素 を 二 つ の ド メ イ ン に 分 け て 視 野 角 を 補 償 す る こ と に よ っ て
視 野 角 特 性 が 向 上 し 色 変 換 を 防 止 す る こ と が で き る が 、 こ の よ う な 視 野 角 特 性 の 向 上 に は
限 界 が あ っ た 。 実 質 的 に 、 前 記 ２ -ド メ イ ン 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 を CRTと 比 較 す る と
、 視 野 角 特 性 及 び 色 変 換 に 多 く の 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め の も の で 、 画 素 を 複 数 の ド メ イ ン か ら 構 成 し
て 視 野 角 を 補 償 す る こ と で 、 視 野 角 特 性 を 向 上 さ せ 色 変 換 を 防 止 で き る マ ル チ ド メ イ ン 横
電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。  
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 第 １ 基 板
に 形 成 さ れ た 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン と に よ り 定 義 さ れ 、 第 １ 領 域 と 第 ２ 領 域
と に 区 分 さ れ た 画 素 と 、 各 画 素 に 配 置 さ れ た 駆 動 装 置 と 、 前 記 第 １ 領 域 及 び 第 ２ 領 域 内 に
実 質 的 に 平 行 に 配 列 さ れ 横 電 界 を 生 成 し 、 第 １ 領 域 及 び 第 ２ 領 域 の 少 な く と も 一 つ の 領 域
内 で 対 称 に 折 曲 さ れ た 少 な く と も 一 対 の 電 極 と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 第 １ 領 域 は 、 前 記 電 極 が X方 向 に 対 し て 設 定 角 度 で 配 置 さ れ る 第 １ ド メ イ ン と 、 電
極 が 前 記 第 １ ド メ イ ン に 配 置 さ れ た 電 極 と X方 向 を 中 心 に 対 称 に 配 置 さ れ る 第 ２ ド メ イ ン
と 、 を 含 み 、 電 極 は ５ ～ ４ ５ ゜ 角 度 で 配 列 さ れ 、 配 向 方 向 は X方 向 に 決 定 さ れ る 。 ま た 、
前 記 第 ２ 領 域 は 、 前 記 電 極 が Y方 向 に 対 し て 設 定 角 度 で 配 置 さ れ る 第 ３ ド メ イ ン と 、 電 極
が 前 記 第 ３ ド メ イ ン に 配 置 さ れ た 電 極 と Y方 向 を 中 心 に 対 称 に 配 置 さ れ る 第 ４ ド メ イ ン と
、 を 含 み 、 電 極 は ５ ～ ４ ５ ゜ 角 度 で 配 列 さ れ 、 配 向 方 向 は Y方 向 に 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 共 通 電 極 は 、 第 １ 基 板 や 保 護 層 に 形 成 す る こ と が で き 、 画 素 電 極 は 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 や 保
護 層 に 形 成 す る こ と が で き る 。 且 つ 、 前 記 共 通 電 極 及 び 画 素 電 極 は 、 不 透 明 な 金 属 か ら な
る こ と も で き る が 、 透 明 な 電 極 か ら な る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 ゲ ー ト ラ イ ン 、 デ ー タ ラ イ ン 、 画 素 電 極 及 び 該
画 素 電 極 に 対 応 し て 形 成 さ れ た 共 通 電 極 が 形 成 さ れ た 第 １ 基 板 、 第 ２ 基 板 、 第 １ と 第 ２ 基
板 と の 間 の 液 晶 部 材 及 び 該 液 晶 を 配 向 さ せ る 配 向 膜 と か ら な る 、 複 数 の 画 素 を 含 む 横 電 界
モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 画 素 各 々 は 、 少 な く と も 第 １ と 第 ２ の 領 域 に 区 分 さ れ 、 第
１ の 領 域 の 液 晶 と 第 ２ の 領 域 の 液 晶 の 配 向 方 向 が 異 な る よ う な 該 配 向 膜 特 性 を 有 し て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 画 素 電 極 と 共 通 電 極 は 第 １ 基 板 上 の 略 同 一 水 平 面 上
に 櫛 歯 状 に 延 在 し て お り 、 第 １ の 領 域 と 第 ２ の 領 域 と で は 櫛 歯 状 に 延 在 す る 電 極 の 歯 の 方
向 は 異 な り 、 該 液 晶 の 配 向 方 向 は 該 櫛 歯 の 延 在 方 向 に 向 い て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 一 つ の 画 素 を 三 つ 以 上 の ド メ イ ン
に 分 割 し て 視 野 角 を 補 償 す る こ と に よ り 、 視 野 角 特 性 を 向 上 さ せ 色 変 換 を 防 止 で き る と い
う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 画 素 を 三 つ 以 上 の ド メ イ ン に 分 割 し て 視 野 角 特 性 を 向 上 さ せ 色 変 換
を 防 止 す る 。 従 来 の ２ -ド メ イ ン 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に 比 べ て 、 本 発 明 に 係 る マ ル
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チ ド メ イ ン 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 画 素 を 従 来 よ り さ ら に 多 く の ド メ イ ン
に 分 割 す る た め 、 視 野 角 の 補 償 に よ る 視 野 角 特 性 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 特 に
、 本 発 明 に お い て は 、 共 通 電 極 と 画 素 電 極 を そ れ ぞ れ 横 方 向 及 び 縦 方 向 に 折 曲 げ て 配 置 す
る こ と で 三 つ 以 上 の ド メ イ ン を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 し く 説 明 す
る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ
る 。 実 際 に 液 晶 表 示 装 置 は 複 数 の 画 素 を 含 ん で い る が 、 説 明 の 便 宜 の た め 図 に は 一 つ の 画
素 の み を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 示 す る よ う に 、 画 素 は 、 ゲ ー ト ラ イ ン １ ０ １ と デ ー タ ラ イ ン １ ０ ３ と に よ り 定 義 さ れ
、 そ の 内 部 に は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ １ ５
は 、 ゲ ー ト ラ イ ン １ ０ １ と 接 続 さ れ 走 査 信 号 が 印 加 さ れ る ゲ ー ト 電 極 １ １ ６ と 、 ゲ ー ト 電
極 １ １ ６ 上 に 形 成 さ れ 信 号 の 印 加 に よ り 活 性 化 し て チ ャ ネ ル を 形 成 す る 半 導 体 層 １ １ ７ と
、 半 導 体 層 １ １ ７ 上 に 形 成 さ れ た ソ ー ス 電 極 １ １ ８ 及 び ド レ イ ン 電 極 １ １ ９ と 、 か ら 構 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 画 素 内 に は 共 通 電 極 １ ０ ５ と 画 素 電 極 １ ０ ７ が 実 質 的 に 平 行 に 櫛 歯 状 に 略 同 一 水 平 面 上
に 配 置 さ れ 、 基 板 の 表 面 と 実 質 的 に 平 行 な 横 電 界 が 共 通 電 極 と 画 素 電 極 間 に 形 成 さ れ る 。
共 通 電 極 １ ０ ５ は 、 画 素 の 中 央 に 配 置 さ れ た 共 通 ラ イ ン １ ０ ６ に 接 続 さ れ 、 画 素 電 極 １ ０
７ は 、 画 素 電 極 ラ イ ン １ ０ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の と き 、 共 通 ラ イ ン １ ０ ６ と 画 素 電 極
ラ イ ン １ ０ ８ は 、 オ ー バ ー ラ ッ プ し た 部 分 で 蓄 積 容 量 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 前 記 画 素 は 、 四 つ の 領 域 に 分 割 さ れ て い る 。 共 通 ラ イ ン １ ０ ６ 及 び 画 素 電 極 ラ イ
ン １ ０ ８ を 中 心 と し て 、 上 部 領 域 Aに 配 置 さ れ る 共 通 電 極 １ ０ ５ a及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ aは
、 ゲ ー ト ラ イ ン １ ０ １ の 延 長 （ 長 手 ） 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 下 部 領 域 Bの 共 通 電 極 １ ０
５ b及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ bは 、 デ ー タ ラ イ ン １ ０ ３ の 延 長 （ 長 手 ） 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 且 つ 、 A領 域 及 び B領 域 に 配 置 さ れ た 共 通 電 極 １ ０ ５ a、 １ ０ ５ b及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ a、
１ ０ ７ bは 、 所 定 角 度 で 折 曲 さ れ て い る 。 即 ち 、 第 １ ド メ イ ン Ｉ に 配 置 さ れ た 共 通 電 極 １
０ ５ a及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ aと 、 第 ２ ド メ イ ン IIに 配 置 さ れ た 共 通 電 極 １ ０ ５ a及 び 画 素 電
極 １ ０ ７ aと が 所 定 角 度 を 形 成 し 、 第 ３ ド メ イ ン IIIに 配 置 さ れ た 共 通 電 極 １ ０ ５ b及 び 画
素 電 極 １ ０ ７ bと 、 第 ４ ド メ イ ン IVに 配 置 さ れ た 共 通 電 極 １ ０ ５ b及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ bと
が 所 定 角 度 を 形 成 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 、 共 通 電 極 １ ０ ５ a、 １ ０ ５ b及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ a、 １ ０ ７ bが 所 定 角 度 で 折
曲 さ れ て 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 画 素 が 四 つ の ド メ イ ン Ｉ 、 II、 III、 IVか ら 構 成 さ れ る
。 こ の と き 、 ゲ ー ト ラ イ ン １ ０ １ 及 び デ ー タ ラ イ ン １ ０ ３ は 、 前 記 共 通 電 極 １ ０ ５ a、 １
０ ５ b及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ a、 １ ０ ７ bと 同 じ 角 度 で 折 曲 げ て 、 X、 Y方 向 に 延 長 し て 形 成 す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 示 す る よ う に 、 A領 域 に 形 成 さ れ た 配 向 膜 に は 、 X方 向 に 配 向 方 向 が 決 定 さ れ 、 第 １ ド
メ イ ン Ｉ 及 び 第 ２ ド メ イ ン IIの 共 通 電 極 １ ０ ５ a及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ aは 、 そ れ ぞ れ X方 向
を 中 心 に 所 定 角 度 (約 ５ ～ ４ ５ ゜ )で 対 称 を な す の で 、 前 記 画 素 電 極 １ ０ ７ aに 電 圧 が 印 加
さ れ て 横 電 界 が 形 成 さ れ る 場 合 、 第 １ ド メ イ ン Ｉ の 液 晶 分 子 と 第 ２ ド メ イ ン IIの 液 晶 分 子
と が 反 対 方 向 に ね じ れ る た め 、 結 局 、 第 １ ド メ イ ン Ｉ と 第 ２ ド メ イ ン IIに お け る 視 野 角 方
向 が 補 償 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 ま た 、 B領 域 に 形 成 さ れ た 配 向 膜 に は 、 Y方 向 に 配 向 方 向 が 決 定 さ れ 、 第 ３ ド メ イ ン III
及 び 第 ４ ド メ イ ン IVの 共 通 電 極 １ ０ ５ b及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ bは 、 そ れ ぞ れ Y方 向 を 中 心 に
所 定 角 度 (約 ５ ～ ４ ５ ゜ )で 対 称 を な す の で 、 画 素 電 極 １ ０ ７ bに 電 圧 が 印 加 さ れ て 横 電 界
が 形 成 さ れ る 場 合 、 第 ３ ド メ イ ン IIIの 液 晶 分 子 と 第 ４ ド メ イ ン IVの 液 晶 分 子 と が 反 対 方
向 に ね じ れ る た め 、 結 局 、 第 ３ ド メ イ ン IIIと 第 ４ ド メ イ ン IVに お け る 視 野 角 方 向 が 補 償
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 に お い て は 、 画 素 が 四 つ の ド メ イ ン Ｉ 、 II、 III、 IVか ら 構 成 さ れ
、 共 通 電 極 １ ０ ５ a、 １ ０ ５ bと 画 素 電 極 １ ０ ７ a、 １ ０ ７ bは 、 A領 域 及 び B領 域 で そ れ ぞ れ
対 称 に 配 列 さ れ る 。 且 つ 、 A領 域 と B領 域 と は 、 互 い に 異 な る 配 向 方 向 、 即 ち 、 実 質 的 に 垂
直 な 配 向 方 向 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の と き 、 A領 域 及 び B領 域 の 配 向 方 向 は 、 一 般 に 知 ら れ て い る ラ ビ ン グ や 光 配 向 方 法 ま
た は イ オ ン 配 向 方 法 を 用 い て 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 画 素 の Ａ 領 域 と Ｂ 領 域 に 同 じ
配 向 膜 を 積 層 し 、 A領 域 と B領 域 と を 別 々 に 配 向 処 理 す る こ と で A領 域 及 び B領 域 に 互 い に 垂
直 な 配 向 方 向 を 形 成 す る こ と が で き る 。 又 、 A領 域 と B領 域 と に 互 い に 異 な る 配 向 物 質 、 即
ち 、 同 一 の 配 向 処 理 に よ り 互 い に 垂 直 な 配 向 方 向 が 形 成 さ れ る 配 向 物 質 (配 向 処 理 方 向 と
水 平 な 配 向 方 向 が 決 定 さ れ る 配 向 物 質 と 、 配 向 処 理 方 向 と 垂 直 な 配 向 方 向 が 決 定 さ れ る 配
向 物 質 )を 積 層 し た 後 、 １ 回 の 配 向 処 理 に よ り 配 向 方 向 を 形 成 す る こ と も で き る 。 １ つ の
画 素 内 に 異 な る 方 向 の 配 向 を 形 成 す る 手 法 の 具 体 的 な 一 例 で は 、 第 １ の 配 向 方 向 に 関 し 、
形 成 し た 配 向 膜 （ 層 ） の 第 ２ の 領 域 に 絶 縁 層 を 付 着 し て 第 ２ の 領 域 を ブ ロ ッ ク し 、 第 ２ の
領 域 が ブ ロ ッ ク さ れ て い る 配 向 層 を ラ ビ ン グ に よ り 第 １ の 方 向 に 配 向 処 理 す る 。 こ の ラ ビ
ン グ 処 理 で 一 画 素 内 の 第 １ の 領 域 に つ い て の み 第 １ の 方 向 に 配 向 が な さ れ る 。 そ れ か ら 第
２ の 領 域 の 絶 縁 層 を 除 去 し た 後 、 絶 縁 層 を 配 向 膜 の 第 １ の 領 域 に 付 着 さ せ 、 第 １ の 領 域 を
ブ ロ ッ ク し た 状 態 で 、 形 成 さ れ て い る 配 向 膜 を 第 ２ の 方 向 に ラ ビ ン グ 処 理 し 、 第 ２ の 領 域
の み 第 ２ の 方 向 の 配 向 を な さ し め る 。 最 後 に 絶 縁 層 を 全 て 除 去 す る こ と で 、 一 画 素 内 の 第
１ と 第 ２ の 領 域 で 異 な る 方 向 の 配 向 特 性 の 配 向 膜 １ １ ３ 、 １ ２ ３ （ 図 ２ 、 図 ３ ａ － 図 ３ ｃ
） が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 装 置 に つ い て 、 図 ２ を 参 照 し て
よ り 詳 し く 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス の よ う な 透 明 な 物 質 か ら な る 第 １ 基 板 １
３ ０ 上 に は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ １ ５ の ゲ ー ト 電 極 １ １ ６ 及 び 共 通 電 極 １ ０ ５ が 形 成 さ れ
、 第 １ 基 板 １ ３ ０ 全 体 に わ た っ て ゲ ー ト 絶 縁 層 １ ３ ２ が 積 層 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 ゲ ー
ト 絶 縁 層 １ ３ ２ 上 に は 半 導 体 層 １ １ ７ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に ソ ー ス 電 極 １ １ ８ 及 び ド レ イ
ン 電 極 １ １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 且 つ 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 １ ３ ２ 上 に は 、 前 記 共 通 電 極 １ ０ ５
と 実 質 的 に 平 行 に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 １ ０ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 共 通 電 極 １ ０ ５ 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ １ ５ の ゲ ー ト 電 極 １ １ ６ は 、 Cu、 Mo、 Ta、 Cr、
Ti、 Alま た は Al合 金 の よ う な 金 属 を ス パ ッ タ リ ン グ や 蒸 着 方 法 に よ り 積 層 し エ ッ チ ン グ す
る こ と で 形 成 さ れ た 単 一 層 ま た は 複 数 の 層 で 、 画 素 電 極 １ ０ ７ 、 ソ ー ス 電 極 １ １ ８ 及 び ド
レ イ ン 電 極 １ １ ９ は 、 Cr、 Mo、 Ta、 Cu、 Ti、 Alま た は Al合 金 の よ う な 金 属 を ス パ ッ タ リ ン
グ や 蒸 着 方 法 に よ り 積 層 し エ ッ チ ン グ す る こ と で 形 成 さ れ た 単 一 層 ま た は 複 数 の 層 で あ る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 第 １ 基 板 １ ３ ０ と 対 向 す る 第 ２ 基 板 １ ４ ０ に は 、 画 素 と 画 素 間 ま た は 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ 領 域 か ら 光 が 漏 洩 す る こ と を 防 止 す る た め の ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス １ ４ ２ 、 及 び 実
際 に カ ラ ー を 実 現 す る た め の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 １ ４ ４ が 形 成 さ れ 、 第 １ 基 板 １ ３ ０ と 第 ２
基 板 １ ４ ０ 間 に 液 晶 が 注 入 さ れ て 液 晶 層 １ ５ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 第 １ 基 板 １ ３ ０ 及 び 第 ２ 基 板 １ ４ ０ に は 、 液 晶 を 配 向 す る た め の 配 向 膜 １ １ ３ 、 １
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２ ３ が 積 層 さ れ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 １ ４ ４ 上 に は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 １ ４ ４ を 保 護 し 第 ２
基 板 １ ４ ０ の 平 坦 性 を 向 上 さ せ る た め の オ ー バ ー コ ー ト 層 が 形 成 さ れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ に お い て は 、 共 通 電 極 １ ０ ５ 及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ が 不 透 明 な 金 属 か ら な り そ れ ぞ れ
第 １ 基 板 １ ３ ０ 及 び ゲ ー ト 絶 縁 層 １ ３ ２ に 形 成 さ れ て い る が 、 本 発 明 は こ の よ う な 構 造 か
ら な る も の に 限 定 さ れ る こ と な く 、 多 様 な 構 造 か ら な る こ と が で き る 。 図 ３ a～ 図 ３ cは 、
本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 他 の 例 を 示 す も の で あ る 。 こ こ で
、 共 通 電 極 １ ０ ５ 及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ の 平 面 配 置 は 、 図 １ に 示 す 構 造 か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ aに 示 す 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 共 通 電 極 １ ０ ５ は 、 第 １ 基 板 １ ３
０ 上 に Cu、 Mo、 Ta、 Cr、 Ti、 Alま た は Al合 金 の よ う な 不 透 明 な 金 属 か ら な り 、 画 素 電 極 １
０ ７ は 、 保 護 層 １ ３ ４ 上 に ITO(Indium Tin Oxide)や IZO(Indium Zinc Oxide)の よ う な 透
明 電 極 か ら な る 。 こ の よ う な 構 造 で は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ １ ５ の ド レ イ ン 電 極 １ １ ９ と
画 素 電 極 １ ０ ７ と を 接 続 さ せ る た め に 、 保 護 層 １ ３ ４ に コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 す べ き で
あ る 。 且 つ 、 画 素 電 極 ラ イ ン １ ０ ８ も 透 明 電 極 か ら な り 、 保 護 層 １ ３ ４ 上 に 配 置 さ れ る 。
従 っ て 、 図 示 し て い な い が 、 こ の よ う な 構 造 で は 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 １ ３ ２ 上 に 、 保 護 層 １ ３
４ の コ ン タ ク ト ホ ー ル に よ り 画 素 電 極 １ ０ ７ と 接 続 さ れ る 蓄 積 容 量 用 金 属 層 を 共 通 ラ イ ン
１ ０ ６ と オ ー バ ー ラ ッ プ す る よ う に 形 成 す る こ と で 、 所 望 の 蓄 積 容 量 を 形 成 す べ き で あ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ bに 示 す 構 造 で は 、 共 通 電 極 １ ０ ５ を ITOや IZOか ら 形 成 し て 第 １ 基 板 １ ３ ０ 上 に 配
置 し 、 図 ３ cに 示 す 構 造 で は 、 共 通 電 極 １ ０ ５ 及 び 画 素 電 極 １ ０ ７ 共 に ITOや IZOか ら 形 成
し て 保 護 層 １ ３ ４ 上 に 配 置 し た 。 前 述 し た よ う に 、 共 通 電 極 １ ０ ５ 及 び /ま た は 画 素 電 極
１ ０ ７ を 透 明 電 極 か ら 形 成 す る こ と に よ っ て 、 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 開 口 率 が 向 上
し 輝 度 が 高 く な る 。 図 ３ ａ － 図 ３ ｃ に お い て 、 配 向 膜 １ １ ３ 、 １ ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 述 し た よ う に 、 第 １ 実 施 例 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 画 素 が 四 つ の ド
メ イ ン に 分 割 さ れ 、 各 ド メ イ ン の 視 野 角 が 隣 接 す る ド メ イ ン の 視 野 角 に よ り 補 償 さ れ る の
で 、 視 野 角 特 性 を 大 幅 に 向 上 さ せ る だ け で な く 、 色 変 換 を 效 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
第 ２ 実 施 例 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 は 、 第 １ 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 と 類
似 す る の で 、 同 一 構 成 に つ い て は 説 明 を 省 略 し 異 な る 構 成 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ 実 施 例 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 画 素 が 三 つ の ド メ イ ン
か ら 構 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 共 通 ラ イ ン ２ ０ ６ 及 び 画 素 電 極 ラ イ ン ２ ０ ８ を 中 心 に 区 分 さ
れ た A領 域 に は 、 ゲ ー ト ラ イ ン ２ ０ １ に 沿 っ て 共 通 電 極 ２ ０ ５ a及 び 画 素 電 極 ２ ０ ７ aが 所
定 角 度 で 折 曲 さ れ て 配 置 さ れ 、 B領 域 に は 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ３ に 沿 っ て 共 通 電 極 ２ ０ ５ b
及 び 画 素 電 極 ２ ０ ７ bが 配 置 さ れ て い る 。 こ の と き 、 A領 域 の 第 １ ド メ イ ン Ｉ 及 び 第 ２ ド メ
イ ン IIに 配 置 さ れ る 共 通 電 極 ２ ０ ５ a及 び 画 素 電 極 ２ ０ ７ aは 対 称 に 形 成 さ れ 、 X方 向 に 対
し て 約 ５ ～ ４ ５ ゜ の 角 度 で 延 長 さ れ る 。 ま た 、 B領 域 の 共 通 電 極 ２ ０ ５ b及 び 画 素 電 極 ２ ０
７ bは 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ３ と 並 行 に Y方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 A領 域 の 配 向 方 向 は X方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ る の で 、 画 素 電 極 ２ ０ ７ aに 電 圧 が 印 加 さ れ
る 場 合 、 第 １ ド メ イ ン Ｉ と 第 ２ ド メ イ ン IIと の 液 晶 分 子 は 互 い に 反 対 方 向 に ね じ れ る 。 ま
た 、 B領 域 の 配 向 方 向 は 、 Y方 向 に 対 し て 所 定 角 度 (約 ５ ～ ４ ５ ゜ )で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 ２ 実 施 例 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 画 素 が 三 つ の マ ル チ ド メ イ ン に 分
割 さ れ る た め 、 視 野 角 補 償 効 果 が 従 来 の ２ -ド メ イ ン 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に 比 べ て
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大 き く な り 、 そ の 結 果 、 視 野 角 特 性 が 大 幅 に 向 上 し 色 が 変 化 す る こ と を 效 果 的 に 防 止 す る
こ と が で き る 。 一 方 、 第 ２ 実 施 例 の 構 造 は 、 図 ２ 及 び 図 ３ a～ 図 ３ cに 示 す 構 造 を 全 て 含 む
。 即 ち 、 共 通 電 極 及 び 画 素 電 極 は 、 不 透 明 な 金 属 ま た は 透 明 な 電 極 か ら 形 成 す る こ と が で
き 、 そ の 位 置 も 第 １ 基 板 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 ま た は 保 護 層 上 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に よ る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
説 明 の 便 宜 の た め 、 従 来 と 異 な る 構 成 に つ い て の み 説 明 す る 。
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ３ 実 施 例 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 第 ２ 実 施 例 の 横 電 界 モ
ー ド 液 晶 表 示 装 置 と 殆 ど 類 似 し た 構 造 か ら な っ て い る 。 即 ち 、 画 素 が 三 つ の ド メ イ ン か ら
な り 、 A領 域 に は 、 X方 向 に 対 し て 互 い に 対 称 (約 ５ ～ ４ ５ ゜ の 角 度 で )に 共 通 電 極 ３ ０ ５ a
及 び 画 素 電 極 ３ ０ ７ aが 形 成 さ れ 、 配 向 方 向 は X方 向 で あ る 。 第 ３ 実 施 例 と 第 ２ 実 施 例 と は
、 第 ３ ド メ イ ン III、 即 ち 、 B領 域 の 共 通 電 極 ３ ０ ５ b及 び 画 素 電 極 ３ ０ ７ bの 延 長 方 向 及 び
配 向 方 向 に そ の 差 が あ る 。 図 示 す る よ う に 、 第 ３ 実 施 例 に お い て は 、 B領 域 の 共 通 電 極 ３
０ ５ b及 び 画 素 電 極 ３ ０ ７ bは 、 Y方 向 に 対 し て ５ ～ ４ ５ ゜ の 角 度 で 配 置 さ れ 、 配 向 方 向 は Y
方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 、 第 ３ 実 施 例 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 一 つ の 画 素 を 三 つ の
ド メ イ ン か ら 構 成 す る こ と に よ っ て 視 野 角 が 補 償 さ れ 、 そ の 結 果 、 視 野 角 特 性 が 向 上 し 色
変 換 を 防 止 す る こ と が で き る 。
　 前 述 し た よ う に 、 本 発 明 に お い て は 、 一 つ の 画 素 を 複 数 の ド メ イ ン 、 特 に 、 三 つ 以 上 の
ド メ イ ン か ら 構 成 す る 。 前 述 し た 実 施 例 は 、 本 発 明 を 説 明 す る た め に 例 示 さ れ た も の で 、
本 発 明 の 権 利 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。 図 示 し て い な い が 、 本 発 明 は 多 様 な 構 造 の マ
ル チ ド メ イ ン を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 例 え ば 、 図 １ に 示 す A領 域 の 共 通 電 極 及 び 画 素 電 極 を B領 域 に 配 置 (即 ち 、 B領 域 の 共 通 電
極 及 び 画 素 電 極 を ゲ ー ト ラ イ ン に 沿 っ て 配 置 )し 、 B領 域 の 共 通 電 極 及 び 画 素 電 極 を A領 域
に 配 置 (即 ち 、 A領 域 の 共 通 電 極 及 び 画 素 電 極 を デ ー タ ラ イ ン に 沿 っ て 配 置 )す る こ と が で
き る 。 且 つ 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す 実 施 例 に お い て は 、 A領 域 と B領 域 の 共 通 電 極 及 び 画 素 電
極 を 取 り 替 え て 配 置 す る こ と も で き る 。
　 従 っ て 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 は 前 述 し た 詳 細 な 説 明 に よ り 決 定 さ れ る の で な く 、 添 付 の 特
許 請 求 の 範 囲 に よ り 決 定 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ の I-I'線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 本 発 明 に 係 る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 他 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ｂ 】 本 発 明 に 係 る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の さ ら に 他 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ｃ 】 本 発 明 に 係 る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の さ ら に 他 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に よ る 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 図 ６ ａ 】 従 来 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 基 本 的 な 駆 動 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ｂ 】 従 来 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 基 本 的 な 駆 動 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ｃ 】 従 来 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 基 本 的 な 駆 動 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ｄ 】 従 来 の 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 基 本 的 な 駆 動 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の ２ -ド メ イ ン 横 電 界 モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 １ ０ １ 　 ゲ ー ト ラ イ ン
　 １ ０ ３ 　 デ ー タ ラ イ ン
　 １ ０ ５ 　 共 通 電 極
　 １ ０ ６ 　 共 通 ラ イ ン
　 １ ０ ７ 　 画 素 電 極
　 １ ０ ８ 　 画 素 電 極 ラ イ ン
　 １ １ ５ 　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
　 １ １ ６ 　 ゲ ー ト 電 極
　 １ １ ７ 　 半 導 体 層
　 １ １ ８ 　 ソ ー ス 電 極
　 １ １ ９ 　 ド レ イ ン 電 極
　 １ ３ ０ 、 １ ４ ０ 　 基 板
　 １ ３ ２ 　 ゲ ー ト 絶 縁 層
　 １ ３ ４ 　 保 護 層
　 １ ４ ４ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ 層
　 １ ５ ０ 　 液 晶 層

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ ａ 】

【 図 ３ ｂ 】
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【 図 ３ ｃ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ ａ 】

(12) JP 2005-196118 A 2005.7.21



【 図 ６ ｂ 】 【 図 ６ ｃ 】

【 図 ６ ｄ 】 【 図 ７ 】
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